
『ならの道 リフレッシュ プロジェクト』の拡大について

支障木伐採負担制度(案) 実施イメージ

県道 川津高野線（野迫川村）

建築限界
H=4.5m

民有林 民有林
道路に支障のある樹木を伐採・処分

伐採後に沿道区域を指定

事業のイメージ

建築限界

道路区域

民有林民有林

・行政指導により支障木による道路への障害を防止

・市町村が民有林の所有者と交渉

・所有者の同意後、伐採及び処分を実施
（※県の負担は、伐採及び防草対策(1回分)費用）
(※市町村の負担は、運搬及び処分費用）

・伐採後の維持管理は土地所有者などが実施

従来の伐採、剪定の範囲

支障木伐採負担制度（案）で
伐採、剪定の対象となる樹木

従来の伐採、剪定の範囲

支障木伐採負担制度(案)で伐採、剪定の対象となる樹木の範囲

沿道区域（樹木の伐採後に指定し、行政指導を行う範囲）

谷側
2m以内

沿道区域

沿道区域

道路区域

Ｒ７施工規模：440ｍ
うち県負担金：伐採・防草対策の費用

倒木や枝落ち等により交通の安全上、
支障となりえる民有林の樹木が対象

山側
5m以内


